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マクロメディアが開発したFlashは、今

やウェブページのメニューやバナー、動

きのあるコンテンツ作りに欠かせない存

在だ。しかし、思い描いたとおりに動く

アニメーションやインタラクティブな操作

を加えたムービーを作ろうとすると初心

者には難解なスクリプトが必要で、それ

がある種の壁となっていた。

そこに登場したのが、2003年6月に発

売された「FlashMaker」だ。スクリプトな

しで誰でも簡単にFlashムービーを作れ

ると人気を呼び、全国主要販売店の販売

実数をもとにパソコン関連商品の売り上

げ分析を行っているBCNの調査で、

Flashムービー作成ソフトの販売本数ナ

ンバーワンを記録したという。

今回紹介する「FlashMaker 2」はその

新バージョンで、以前よりも作成の自由

度がアップしたのが特徴だ。FlashMaker

に限らず操作が容易なツールの場合、動

きや動作が一辺倒になりがちだが、

FlashMaker 2は、スクリプトを使わない

にもかかわらず自由度の高いムービーを

作ることができ、さらに表現力が高くなっ

ている。

クリックとドラッグ＆ドロップで

大半の機能を実行

FlashMaker 2の画面上部にあるツー

ルバーには、よく使う機能がボタンとして

配置されている。［新規作成］［ファイルを

開く］［コピー］［ペースト］［アニメーショ

ン設定］［プロパティ］など、Flash制作中

に必要となる大半の操作はこのボタンを

クリックするだけで実行できる。

画面左はパーツパレットだ。［パーツ］と

［背景］には、FlashMaker 2に収録され

ている画像素材が登録されていて、パレ

ット上半分に画像を種類別に分類したフ

ォルダーが、下半分にはフォルダー内に

ある画像のサムネイルが表示される。ム

ービー中に素材を配置するには、適当な

画像を選んで画面右の編集ウィンドウに

ドラッグすればいい。オリジナルの画像

を使うときは、パーツパレットの［ファイ

ル］を選んで、画像ファイルのある場所を

指定する。

FlashMaker 2は、楕円、四角形、直

線、曲線といった単純な図形の描画機能

も備えている。これらの図形を描くには、

パーツパレットの［ツール］をクリックして

ツールボタンを表示させ、適当なボタン

を選べばいい。また、ムービー中にテキ

ストを挿入するときは、ツールボタンの

［A］を選択する。

ムービー中に登場する画像や図形、テ

キストなどは総称して「オブジェクト」と呼

ばれる。編集ウィンドウに配置したオブ

ジェクトのプロパティーを変更し、アニメ

ーションやリンクを設定していけば、ムー

ビーが完成していく。

1本のムービーは多くのオブジェクトで

構成される。だが、ふつうはすべてのオ

ブジェクトが一度に登場するわけではな

く、ムービーをいくつかのブロックに分割

できるはずだ。FlashMaker 2では、そ

のように分割した個々のブロックを「ペー

ジ」と呼ぶ。ムービーを複数のページに

凝ったFlashもお手軽ムービーもドラッグ＆ドロップで簡単作成

FlashMaker2 forWindows
株式会社アイフォー http://www.ifour.co.jp/product/flashmaker2/

編集ウィンドウでオブジェクトを選択して［アニメーション設定］ボタンをクリックすると、［アニメーショ
ンの設定］ダイアログが開く（上図）。［登場］［移動・動作］［退場］の3つのタブで動きを選択するだけ
で、アニメーションの設定は完了だ。アニメーションの［登場］［移動・動作］［退場］は、ドキュメント情
報ウィンドウで色分け表示される（下図）。それぞれのバーをドラッグするだけで、表示時間やタイミン
グを調整できる。

ツールバー、パーツパレット、編集ウィンドウ、ドキュメント情報ウィ
ンドウで構成されるFlashMaker 2。パーツパレットから編集ウィンド
ウにドラッグするだけで、画像がムービーに配置される。
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分割することにより、作成の作業も作成

後の手直しもかなりやりやすくなる。

アニメーションの設定や変更は

すべてマウス操作だけで完了

編集ウィンドウの下にある部分は［ドキ

ュメント情報ウィンドウ］と呼ばれ、ムー

ビーの概要がグラフィックでわかりやす

く表示される。

まず、左端の［ページリスト］をクリック

すると、ムービーを構成するページが一

覧表示される。それぞれ特徴的な場面が

サムネイルで表示されるので、どの場面

のページかは一目瞭然だ。［タイムライン］

をクリックすると、選択しているページを

構成するオブジェクトと、そのオブジェク

トの表示時間がバーで表示される。

FlashMaker 2ではアニメーションの

設定も簡単だ。アニメーションは、オブ

ジェクトの「登場」「移動・動作」「退場」の

3つのパートで構成される。編集ウィンド

ウ上でオブジェクトをクリックして、ツー

ルバー右から2番目の［アニメーション設

定］ボタンをクリックすると、［アニメーシ

ョンの設定］ダイアログが表示される。ア

ニメーションの設定は、このダイアログで

3つのパートそれぞれの動きを、あらかじ

め用意されたパターンから選ぶだけだ。

さらに、［移動・動作］では、オブジェク

トをマウスでドラッグした動きをそのまま

記録して再現することも可能だ。移動前

と移動後のオブジェクトのサイズを変更

することもできる。

タイムライン上、登場、移動・動作、退

場のパートは、それぞれ「オレンジ」「緑」

「グレー」で色分け表示される。これらの

バーをドラッグすれば、アニメーションの

表示時間や登場、移動・動作、退場のタ

イミングや時間を変更することもできる。

こうしたタイミングや時間は、数値を入力

して正確に設定することも可能だ。

ウィザード機能を利用して

お手軽にムービーを作成

アニメーションに凝ったものではなく

簡単なムービーを作りたい人には、ウィ

ザードが便利だろう。ツールバーの［新規

ファイル］ボタンをクリックすると［新規作

成ウィザード］が表示される。ここには、

［空のドキュメント］のほかに［デジカメア

ルバム］［ホームページバナー］［ホームペ

ージメニュー］の3つのテンプレートが表

示される。

FlashMaker 2の操作がいくら簡単と

はいっても、ムービーを一から作るのは

大変だ。特に最初のうちは、作業の流れ

やコツをつかむためにも、用意されてい

るテンプレートを使ってみるのがいい。

テンプレートを利用すれば、最低限の情

報を入力するだけで、ムービーの大枠が

完成する。

新バージョンに加わった機能のなかで、

重宝するのが「ムービークリップ」機能だ。

作成したムービーは、FlashMaker形式の

ファイルのほか、クリップファイルとして

保存することもできる。クリップはムービ

ー中でオブジェクトとして扱われるので、

この機能を利用すれば複雑なアニメーシ

ョンを比較的楽に作ることができるのだ。

ウェブサイトにもうひと工夫を加えた

い。プログラミングの知識や経験はない

が、ダイナミックでインタラクティブなウ

ェブコンテンツを作ってみたい。

FlashMaker 2は、そんなユーザーに気

軽にすすめられる1本だ。（藪　暁彦）

［新規ファイル］ボタンをクリックすると表示される［新規
作成ウィザード］ダイアログ。［デジカメアルバム］［ホーム
ページバナー］［ホームページメニュー］のいずれかのテ
ンプレートを選べば、実に簡単にムービーが作れる。

［プロパティ］ボタンをクリックすると、選択したオ
ブジェクトのプロパティーが表示される。ここでオ
ブジェクトの設定確認や変更を行う。これはテキス
トのプロパティー。

［ムービープレビュー］ボタンをクリックするとムービー全
体を、［ページプレビュー］ボタンをクリックすると選択し
たページのプレビューを表示できる。1コマごとの再生
も可能だ。

製品名 FlashMaker 2 for Windows
会社名 株式会社アイフォー
価格 13,440円（税込）
動作環境 OS：ウィンドウズXP/Me/98/2000各日本

語版、ハードディスク：150Mバイト以上
の空き容量、対応ファイル形式：画像／
BMP、DIB、JPG、PNG、TIF、GIF、
WMF、音声／WAV、MP3
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自分のパソコンでブログやBBSをカンタン開設！

YourServer
九州計装 http://www.server.co.jp/

YourServerはウィンドウズが動作して

いるパソコンを、簡単にサーバーとして

インターネット上に公開できるサービス

だ。サーバーにしたいパソコン上で

「YourServer.exe」という接続用プログラ

ムを実行すると、インターネット上にある

開 発 元 の 九 州 計 装 が 運 営 す る

YourServerのサービスサーバーと連携し

て自分のパソコンがインターネットに公

開される。

自分のパソコンを安全に公開可能

ファイアーウォールの中からでもOK

YourServerにはいくつか機能がある

が、基本となるのは自分のパソコンをウ

ェブサーバーにすることだ。

YourServerサービスでは、サービス利

用者が取得したオーナーIDが含まれる、

「[オーナーID].server.co.jp/」というドメイ

ンが用意される。

閲覧者がインターネットから「http://[オ

ーナーID].server.co.jp/」にアクセスする

と、その要求はYourServerのサービスサ

ーバーを経由して、YourServer.exeが実

行されているパソコンに転送される仕組

みになっている。つまり、自分のパソコ

ン上でインターネットに公開するデータ

は、すべてサービスサーバーを通る。

また、閲覧者側からは、サーバーにな

ったパソコンには直接接続することはで

きず、あくまでもサービスサーバー経由で

転送されてくるデータしか見ることができ

ない。このため、サーバー化したパソコ

ンが直接閲覧者と接続されることがなく、

IPアドレスが漏洩して攻撃を受けるとい

った心配もない。

また、自分のパソコンとサービスサー

バーの接続は、TCP/IPの80番ポートだ

けを利用している。80番ポートはウェブ

の閲覧などで一般的に使用されるポート

のため、ファイアーウォールやNATなど

の制限された環境でも、自分のパソコン

をサーバーとして公開できる。

追加機能はすべてモジュール化

ユーザー管理機能も搭載

YourServerに用意されている機能は、

原稿執筆時点で「掲示板」「アルバム」「フ

ァイル共有」「リモート操作」「CG I

PROXY」の5つ。これらの機能はすべて

モジュール化されており、メインメニュー

から自分が必要と思うものだけを選択で

きる。

モジュールによっては、同じモジュール

を複数インストールすることもできる。た

とえば掲示板モジュールを3つインストー

ルすれば、それぞれ別の掲示板が3つで

きるといった具合だ。

提供されるモジュールは今後も増える

予定で、「ブログ」機能やストリーミングが

可能な「MP3プレーヤー」などが加わる

という。

YourServerサービスには、ユーザー管

理機能も付いており、必要があれば特定

のユーザーにだけ特定のモジュールの利

YourServer.exeを実行している 
オーナーIDが「impress」のPC 
 

YourServerの 
サービスサーバー 

この間の通信は 
80番ポートを使い 
暗号化された状態で 
行われる 
 

  1閲覧者がhttp://impress.server.co.jp/ 
　  にアクセスする 
 

4impressから送られたデータが 
　閲覧者に転送される 
 

一般の閲覧者 

3
要求されたデータを送信 

2
閲覧者のリクエストを転送 

          閲覧者からは 
      YourServer.exeを 
   実行しているPCには 
直接接続されない 
 

YourServerサービスの、ネットワーク概念図。閲覧者か
らユーザーのPCを直接見ることはできない。

YourServer.exeを実行し、［公開］ボタンをクリックすると、サーバーとして公開される。
モジュールは必要に応じてダウンロードする。標準では、起動時にサービスダウンロード
リストが表示され、最新版の有無を確認できる。
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用権限を与えるように設定することもで

きる。

また「CGI PROXY」モジュールを使え

ば、自分のパソコンにインストールした

A p a c h e などのウェブサーバーと

YourServerを連携でき、汎用のウェブサ

ーバーとして使える。

インターネット経由でファイル共有

リモートデスクトップで遠隔操作も

ファイル共有モジュールを有効にする

と、インターネット上でファイル共有がで

きるようになる。自分のパソコンをサー

バー化しているのだから、自分のパソコ

ンのハードディスクの空き容量を目一杯

使えるので、大きなファイルのやりとりに

便利だ。ファイル共有モジュールは、

“WebDAV”というウェブ上でのファイル

共有を可能にするプロトコルをサポート

しているため、ウィンドウズのウェブフォ

ルダーから操作できる。

また、リモート操作モジュールを使う

と、他のコンピュータからログインして、

サーバー化したマシンのデスクトップを

遠隔操作できる。これには専用のクライ

アントソフトのほかに、Javaに対応した

ウェブブラウザーからも利用できる。将

来的にはウィンドウズXPのリモートデス

クトップにも対応する予定だ。

個人でもビジネスでも利用できる

手軽に各種サーバーを実現する

YourServerサービスは、パーソナル版

とビジネス版の2つのバージョンが提供

される。両者は機能的にはまったく同じ

だが、目的が異なる。

パーソナル版は、不特定多数の人に対

してウェブサーバーとして公開することを

想定したものだ。

「http://[オーナーID].server.co.jp/」に

アクセスしたときに最初に表示されるトッ

プページには、掲示板やアルバムなどの

モジュールによるページへのリンクが表

示される。このためアクセス制限をして

いない限り、通常の掲示板やアルバムな

どは誰でも閲覧や投稿ができる。また、

YourServerの製品情報ページには、その

時点で公開されているサーバーへのリン

クが表示される。

これに対してビジネス版は、限られた

ユーザーでの利用を想定したもので、公

開するトップページにはログインフォーム

製品名 YourServer

会社名 株式会社九州計装

価格（税込） パーソナル版、ビジネス版ともに月額1,000円

決済方法 クレジットカード、コンビニ決済、銀行振込み

動作環境 ウィンドウズ98SE/Me/2000XP

対応ブラウザー インターネットエクスプローラバージョン5以上

のみが用意され、最初にログインしない

とコンテンツが見られない。YourServer

のサイトにも、リンクが表示されないよう

になっている。

YourServerサービスの最大の特徴は、

簡単に自分のパソコンをサーバー化でき

て、しかもファイアーウォールやNAT環境

下でも動作するという点にある。いまま

でルーターやウェブサーバーの設定の難

しさのせいで自宅サーバーの公開を諦め

ていた人には、待望のサービスと言える

だろう。 （大澤文孝）

ユーザー管理機能を使って、どのユーザーにどのような
操作を許すのかを設定できる。

共有ファイルのダウンロードは、ウェブページから行える。
アップロードするときはFTPではなく、ウィンドウズのウェ
ブフォルダー機能を利用する。

リモート接続はVNCという一般的なデスクトップのリ
モート操作ソフトを利用しており、専用のクライアント
ツールやJava対応のブラウザーから利用できる。

アルバム機能では、サムネイル表示するだけ
でなく、画像にコメントを付けることもできる。
アルバム画像は、ウェブからのアップロードも
できる（1画像当たり最大2Mバイトまで）。
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